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市民との対話の推進

対象・内容

①タウンミーティング
　市民との直接対話を通じ、地域の魅力や課題等について認識を共有し、市民主体のまちづくりを進めることを目的とする。市長公約等に基
づき、平成22年度から実施。
②笑顔のまつやま まちかど講座
　市民に市の取り組みを知ってもらうとともに、市民と職員の相互理解を深め、市民からの意見や提言を行政に反映させることを目的とす
る。
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市民とつくる自立したまち【自治・行政】

①タウンミーティング
対象：市内41地区の地域住民、世代別・職業別タウンミーティングのテーマの対象となる方（いずれも30人程度）
内容：市長が地域にお伺いして、地域の魅力や課題などについて、意見交換を行う。
②笑顔のまつやま まちかど講座
対象：おおむね10人～30人の市民グループ（市内に在住、または通勤・通学する人を主とする集まり）
内容：市民グループの申し込みにより、市職員が市民の集う場に出向き、市政の取り組みについて説明と意見交換を行う。
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コロナ禍で、開催延期があったため。
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市民との対話を通じて、市民主体のまちづ
くりの基盤が着実に整ってきているため。
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期待した成果をあげることができた。

タウンミーティングと笑顔のまつやままちかど講座について、コロナウイルス感染拡大防止に努めながら、可能な限り実施すること
ができた。市民の皆さんと意見交換する中で、参加者からは「市政や地域のことを考えるようになった」「まちづくりに協力したい」と
いった声も頂戴した。市民との対話を重ねることにより、市民主体のまちづくりの基盤が整ってきている。

市長と市民の皆さんが、協力し合いながら
まちづくりを進めようと充実した意見交換
をしているため。
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